









な設定と関心事はX1; X2; : : :を共通の確率分布Fに従う実数値独立確率
変数列としたときのXnまでの最大値Mn = maxfX1; : : : ; Xngの n!1
のときの挙動である。Mn が F の上端点 xF = supfx : F (x) < 1g（無
限と有限の両方がありうる）に収束するのは明らかであるから、以下の
ように正規化したときの極限分布（極値分布という）と極限を持つ分布











F (x) = 1  F (x)
の x! xF のときの漸近挙動で特徴付けされる。フレシェ分布(x) =
exp( x )(x  0;  > 0)の吸引領域は任意の > 0に対して
lim
x!1
F (x)= F (x) =  
で特徴づけられる。これを裾 F (x)が指数 の正則変動性を持つという















ここで limx!1A(x) = 0, jA(x)j 2 RV(  0).  = 0 のときの右辺は
　2( 1) log  である。
【分布の離散化と連続化】














































命題 F (x) 2 RV ( > 0)が正規化された緩慢変動関数 l(x)により
F (x) = x l(x)と書けるとする： l(x) = c exp(R xa (t)t 1dt); c > 0; a 2
R; (t)! 0 (t!1)。ただし、l(x)が正定数へ収束する場合は除く。こ
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